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ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
@
ラ
ン
ド
ス
ケ

i

プ
の
構
成
要
素

i
l

ク
ロ
ー
ド
@

ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
l

序
・
ク
ロ
ー
ド
の
世
界
と
近
代

ク
ロ
ー
ド
の
風
景
を
構
成
す
る
要
素

ク
ロ
ー
ド
の
風
景
を
照
ら
す
も
の

結
・
太
陽
の
下
の
多
様
な
生
の
共
存

序
・
ク
ロ
ー
ド
の
世
界
と
近
代

今
世
紀
に
お
け
る

ク
チ
ヤ
レ
ス
ク
」
研
究
、
あ
る
い
は
環
境
の
視
覚
的
価

値
と
そ
の
構
造
の
研
究
の
基
本
文
献
の
ひ
と
つ
主
:
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
』
の
冒

一
部
で
、
著
者
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
i

・
ハ
ッ
シ
l

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
英
国
の
人
々
は
、
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
と
サ
ル
ヴ
ァ
ト

1

ル
・
ロ
i

ザ
、

イ
ス
ダ
l

ル
、
そ
し
て
ホ
ッ
ベ
マ
の
風
景
画
に
親
し
む
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て

彼
ら
を
取
り
巻
く
環
境
か
ら
の
視
覚
的
な
喜
び
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

①
 

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
い
さ
さ
か
大
組
す
ぎ
る
記
述
で
あ
る
に
し
て
も
、
列
挙
さ
れ
た
ク
ロ
ー
ド

藤

田

治

彦

(
のZ
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F
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本
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H
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、
ザ
(
ω回
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〈
釦
円
。
吋O
H
N
o
g
-
5
5
H
m
U
1
ω
)

、

ロ
イ
ス
ダ
l

ル

C
R
o
σ
〈
山
口
河
口
目
的
仏mM
O
-

g
N
∞
\
出1
5

∞
N
)そ
し
て
ホ
ッ
ベ
マ
(
吉
弘
ロ
骨
三
回
忌

Z
B
P
M
∞ω
∞l
口

0
3
ら

に
よ
る
十
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
風
景
画
の
影
響
は
、
タ
i

ナ
I
C
0
8
u
y

富
山
正
o
a
d
〈
E
U
H
H
H寸
E
d
o
n
q
a
i
g
m
H
)と
コ
ン
ス
タ
ブ
ル

(
H
Oぎの
g
E

凶
門m
w
E
0・H
吋
斗
由
民
ω
叶
)
に
代
表
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
風
景
闘
に
及
ぶ
以
前

@
③
 

に
、
文
芸
そ
し
て
建
築
を
も
含
む
造
闘
に
現
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
十
七
世
紀
の
絵
画
の
中
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
造
形
文
化
に
殊
に
広
く
か

つ
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
画
家
の
名
が
列
挙
さ
れ
る
多
く
の
場

ロ

合
に
築
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
風
景
画
で
あ
る
。
そ
れ
を
熱
愛
し
た

十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
現
実
の
風
景
が
あ
た
か
も
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
間
の

よ
う
に
映
る
(
と
考
え
ら
れ
た
)
数
種
類
の
特
殊
な
携
帯
用
の
鏡
を
考
案
し
、
そ

@
 

れ
ら
を
「
ク
ロ
ー
ド
鏡
」
と
呼
ん
で
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
風
景
閥
史
上
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
以
上
の
よ
う
に
、
近

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
!
プ
の
構
成
婆
索
|
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
一
測
を
め
ぐ
っ
て

凶
dじ



代
の
環
境
造
形
の
歴
史
的
展
開
に
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
を
通
じ
て
計
り
知
れ
な

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

i

プ
の
構
成
要
素
ク
ロ

i

ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
商
を
め
ぐ
っ
て

①
 に

、
そ
れ
自
体
の
邦
訳
の
個
別
の
意
義
を
過
度
に
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
八

い
影
響
を
与
え
た
ク
ロ
ー
ド
は
、
現
代
の
日
本
で
は
む
し
ろ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
田
家
の
ひ
と
り
に
な
っ
て
い
る
が
、

日
本
で
本
格
的
な
洋
問
教
育
が
開
始
さ

れ
た
明
治
九
年
に
、
翻
訳
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
、
他
の
画
家
と
は
別
格
の
扱
い

を
受
け
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
リ
天
景
畜
ニ
高
名
ナ
ル
ハ
松
岡
剛
讃
校
ノ
首
長
タ
リ
シ
ロ
ル
ラ
イ
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ノ
引
引
引
引
っ
村
川
什
氏
判
叶
川
和
讃
向
学
校
ノ
首
長
タ
リ
シ
剖
判
出
川
氏
利
川

バ
ト
ル
ロ
サ
氏
、
ガ
ス
ペ
ル
、
ポ
ウ
ッ
シ
ン
氏
等
ニ
シ
テ
其
ク
ラ
ウ
ド
、
ゲ
レi

氏
ハ
畜
味
ヲ
専
ラ
ト
ス
ル
ニ
国
リ
設
色
ノ
華
麗
ト
陽
影
絵
影
ノ
分
色
ヲ
旨
ト
シ

一
ア
着
色
ハ
ラ
ハ
ヱ
ル
氏
ノ
歯
法
ニ
倣
ヒ
天
長
ノ
議
ニ
頗
ル
妙
術
ヲ
得
タ
ル
入
ナ

⑤
 

リ
:
:
:
(
生
没
年
省
略
、
傍
掠
は
原
文
の
ま
ま
)
」

こ
こ
で
「
ク
一
フ
ウ
ド
、
ゲ
レ
!
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
が
ク
ロ
ー
ド
で
あ
り
、
@
 

(
お
そ
ら
く
〉
5
0
え
の
ミ
ヲ

Z
N
O
l
H
S
H
)

、

「
キ
ユ
ピ
1

」
は
カ
イ
プ

そ
し

て
「
、
ガ
ス
ペ
ル
、
ポ
ウ
ッ
シ
ン
い
が
ニ
コ
一
フ
・
プl
サ
ン

(
Z山
口0
日
目
的
可0
5
2
p

n
・
5
2
!

広
告
)
の
義
弟
、
ガ
ス
パ
ー
ル
・
プ
i

サ
ン
(
の
忠
吉
芯
}
U
O
C目的
宮
本
名

の
2
3
E
U
C
ぬ
Y
F
5
5
!
5
3
)

で
あ
る
。

こ
れ
は
文
部
省
が
明
治
六
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
邦
訳
刊
行
し
た
『
百
科
全

九
十
二
巻
の
ひ
と
つ
『
歯
皐
及
彫
像
』
の
一
部
で
、
工
部
省
、
が
イ
タ
リ
ア
か

ら
フ
ォ
ン
タ
ネ

l

ジ

(
〉
ロ
窓
口
円
0
3

ロ
窓
口
。
∞r
Z
5
5

∞
N
)を
招
い
て
工
学
寮

工
学
校
附
属
工
部
美
術
学
校
で
洋
画
教
育
を
開
始
す
る
明
治
九
年
に
印
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

『
番
感
ナ
及
彫
像
』
は
原
著
(
リ
ぎ
ミ
申

h
a
ぷ

L「
ぷ
芯
3
5

円
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者11
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〈
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〉
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N可

日
本
で
初
め
て
一
般
大
衆
に
普
及
し
た
美
術
の
標
準
的

(
図1
〉

参
考
書
と
な
っ
た
『
百
科
全
書
議
謬
及
彫
像
』
の
扉
絵
に
ク
ロ
!
ド
の
作
品
が
現

だ
が
、
結
果
的
に
で
も
、

わ
れ
、
そ
の
主
要
部
、
が
ク
ロ
ー
ド
の
作
品
を
模
範
例
と
し
て
解
説
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。
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此
編
ノ
初
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セ
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ノ
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裁
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ノ
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強
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ハ
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ノ

梁
カ
ナ
ル
ヨ
リ
白
ラ
番
味
ヲ
含
ミ
河
中
ヲ
渉
ル
家
畜
ハ
能
ク
遠
近
ノ
大
小
ヲ
分

別
シ
左
側
ニ
到
ル
ニ
給
ヒ
次
第
ニ
散
開
シ
テ
河
側
ヲ
距
ル
遠
望
ノ
諸
物
ト
能
ク

@
 

其
一
平
均
ヲ
為
ス
ニ
在
リ
寅
ニ
賞
歎
ス
ル
ニ
堪
ヘ
タ
ル
者
ト
謂
フ
ヘ
シ
(
傍
線
は

原
文
の
ま
ま
)
」

こ
こ
で

ラ
ウ
ド
氏
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
ク
ロ
ウ
ド
氏
」
と
問
じ
く

斗J品
、

「
カ
ラ
ウ
ド
氏
ノ
議
キ
シ
流
河
ノ
閤
」
と

@
 

ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
エ
ッ
チ
ン
グ
の
代
表
作
と
言
わ
れ
る
A

牛
飼
い
V
で
あ

ク
ロ

i

、
ド
・
ロ
ラ
ン
の
こ
と
で
あ
り
、

る
。
原
作
か
ら
少
く
と
も
ニ
段
階
の
変
形
を
経
た
『
百
科
全
書
脅
皐
及
彫
像
』
の

そ
れ
が
素
描
、
版
画
、
あ
る
い
は
池
彩
画
の
何
れ
な
の
か
さ
え
も

(
関
2
)

判
断
で
き
な
い
が
、
g
s

之
町
三
d
b
ベ
ロ3
5
h
S
N

の
挿
図
を
介
す
れ
ば
、
油
絵
に

⑬
 

も
ほ
ぼ
同
一
の
主
題
が
数
作
あ
る
ク
ロ
ー
ド
の
作
品
の
中
で
も
、

〔
図
3
)

ム
牛
飼
い
V
が
涼
闘
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

扉
絵
か
ら
は
、

エ
ッ
チ
ン
グ
の

と
こ
ろ
で
、
写
し
絵
の
写
し
で
あ
る
司
百
科
全
書
讃
皐
及
彫
像
』
扉
絵
の
原
作



図 1 1"カラウド氏ノ茜キシ流

河ノ図J Ir百科全書讃学及

彫像JI (内田淵一訳，明治

九年文部省印行) , 扉絵，

1876年

図 2 "Landscape by Claude" 

CHAMBERS'S INFORｭ

MATION FOR THE 

PEOPLE 第 5 版 (下巻

“DRA WING -P AINTINGｭ
SCULPTURE") , t帝図，

1875年
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図 3 クロード・ロ ラ ン〈牛飼

い〉エッチング， 1636年
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ケ
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プ
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構
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ク
ロ
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ド
・
ロ
ラ
ン
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風
景
画
を
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ぐ
っ
て
|

図 4 アンニパーレ・カノレラッチ〈聖エウスタッ

キオの幻想〉国立美術館カポディモンテ，ナ

ポリ(部分)

図 5 ドメニキーノ 〈守護の天使〉国立美術館カ

ポデ、イモンテ，ナポリ (部分)

五
。

か
ら
の
隔
絶
は
論
外
で
あ
る
に
し
て
も
、

。
E
3
守
問
主
的
L「
ミ
買
さ
白
色
S

自
体
に

「
ク
ロー
ド

に
よ
る
風
景
画
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
A

牛
飼
い
V

も
原
作
か
ら
は

程
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
空
飛
ぶ
鳥
、
遠
く
に
見
え
る
山
々
は
明
ら
か
に
変
形
さ

れ
、
樹
木
が
基
本
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
前
景
と
中
景
は
奥
行
を
失
っ
て
い
る

。

そ
れ
以
上
に
重
要
な
相
違
は
、
そ
の
図
版
が
原
画
の
主
要
な
構
成
要
素
の
図
式
的

な
再
現
に
の
み
配
慮
し
、
原
画
に
描
か
れ
た
世
界
の
多
様
性
を
ほ
と
ん
ど
伝
え
得

そ
の
図
版
は
原
作
に
は
最
少
玉

⑪
 

種
類
は
あ
る
樹
木
を
二
種
に
さ
え
描
き
分
け
て
は
い
な
い
。

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る

。

例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

。
E
S
F
同
3
d

」
ベ
ミ
突
さ
む
円
札
口
誌
に
お
い
て
ク
ロ
ー
ド
の
作
品
が
模
範
と
し
て
果
し

た
役
割
も
、

そ
の
図
版
通
り
の
も
の
だ
っ
た
。

ク
ロ
ー
ド
の
作
品
の
芸

つ
ま
り
、

術
的
価
値
は
、
陰
影
、
濃
淡
、
筆
勢
、
彩
色
等
を
含
め
た
意
味
で
の
全
体
的
構
成

の
卓
抜
さ
に
存
在
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
種
の
ク
ロ
ー
ド
に
対
す
る
評
価

は
、
広
大
な
自
然
を
縮
小
し
、
色
彩
を
制
御
し
、
多
様
な
詳
細
を
犠
牲
に
し
て
主

要
な
構
成
の
み
を
強
調
す
る
「
ク
ロ
ー
ド
鏡
」
の
特
性
と
合
致
す
る
。

だ
が
、
十

八
世
紀
の
「
ク
ロ
ー
ド

鏡
」
が

そ
し
て
十
九
世
紀
の
百
科
全
書
♀
白
き
ど
え
臼

が
示
す
ク
ロ
ー
ド
の
絵
画
の
見
方
は
、

そ
の
真
髄
を
捕
え
た
も
の
と
は
思
わ
れ

な
い
。

高
階
秀
爾
氏
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
鏡
に
映
っ
た
だ
け
の
自
然
で
は
ク

⑬
 

ロ
l

ド
の
作
品
に
は
な
ら
な
い
し
、

『
百科
全
書
畜
皐
及
彫
像
』

は
お
ろ
か

。
F
S
F町
唱
えω

を
い
く
ら
読
ん
で
も
ク
ロ
ー
ド
の
絵
は
描
け
な
い
の
で
あ
る

。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

本
論
は
永
く
賞
賛
さ
れ
、
手
本
と
さ
れ
、
現
在
も

な
お
繰
り
返
し
論
議
さ
れ
続
け
て
い
る
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
画
の
前
景
、
中
景
、
後

景
の
処
理
な
ど
を
含
む
「
構
成
」
を
中
心
的
な
問
題
と
し
て
は
取
り
抜
わ
な
い

。



本
論
は
そ
の
風
景
を
構
成
す
る
「
要
素
」
を
基
本
的
な
考
察
の
対
象
と
す
る
。
本

論
は
、
光
を
描
い
た
画
家
と
も
評
さ
れ
る
ク
ロ
ー
ド
の
絵
画
に
お
い
て
、

に
よ
っ
て
可
視
化
さ
れ
て
い
る
風
景
の
構
成
「
要
素
」

を
初
め
に
検
討
し
、
次

に
、
そ
れ
を
照
ら
す
光
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

ク
ロ
ー
ド
の
風
景
を
構
成
す
る
要
素

現
存
す
る
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
三
百
点
に
近
い
油
彩
画
と
約
五
十
点
の
エ
ッ
チ
ン

⑬
 

グ
、
そ
し
て
千
点
を
越
え
る
素
描
類
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
風
景
画
あ
る
い
は
風

景
画
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。

千
数
百
点
に
の
ぼ
る
そ
れ
ら
の
諾
作
品

だ
が

も
、
日
常
的
な
言
葉
で
名
指
す
こ
と
の
で
き
る
範
囲
で
は
、
せ
い
ぜ
い
v
数
十
種
、

主
要
な
も
の
に
限
る
な
ら
ば

十
数
種
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
光

ニコラ・プーサン〈人々に洗礼を施す聖ジ

ーン〉ルーヴ/レ美術館，パ リ (部分)

図 6

ク
ロ
ー
ド
の
絵
画
は
、
陸
と
空
と
、
多
く
の
場
合
、
海
や
湖
沼
あ
る
い
は
河
川

な
ど
の
水
か
ら
成
る
。
空
に
は
雲
が
浮
か
び
、
詳
細
ま
で
見
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の

絵
画
に
は
鳥
が
舞
っ
て
い
る
。
太
陽
は
、
同
時
代
の
他
の
画
家
の
作
品
と
比
較
す

れ
ば
極
め
て
多
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
画
面
に
は
現
わ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
海

に
は
大
き
な
帆
船
や
幾
般
か
の
小
舟
が
浮
か
べ
ら
れ
、
湖
沼
や
河
川
の
場
合
に
は

渡
し
舟
の
類
が
そ
れ
を
操
る
人
と
共
に
描
か
れ
る
。
入
パ
ル
ナ
ツ
ソ
ス
の
あ
る
風

⑬
 

景
V

の
よ
う
に
水
鳥
が
大
き
く
描
か
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
陸
に
配
さ
れ
る
の
は

各
種
建
造
物
と
人
と
神
、
あ
る
い
は
神
人
や
半
神
、そ
し
て
牛
、
山
羊
、
羊
、
鹿

な
ど
の
動
物
で
あ
る
o
A

牛
飼
い
V

と
そ
れ
に
類
似
す
る
多
く
の
作
品
に
頻
繁
に

登
場
す
る
、
河
を
渡
り
水
を
飲
む
牛
は
、
陸
と
水
と
の
両
方
に
属
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。

ク
ロ
ー
ド
の
絵
画
は
、
構
図
よ
り
も
、

A
牛
飼
い
V

の
牛
の
よ
う
に
、
む
し
ろ

象
徴
的
に
複
数
の
領
域
を
媒
介
す
る
存
在
に
よ
っ
て
、
そ
の
有
機
的
な
全
体
を
成

立
さ
せ
て
い
る
。
大
地
と
大
空
と
を
結
び
付
け
る
樹
木
が
そ
の
典
型
で
あ
り
、
そ

の
樹
木
こ
そ
は
空
や
陸
そ
れ
自
体
以
上
に
ク
ロ
ー
ド
の
絵
か
ら
消
滅
す
る
こ
と
の

想
像
し
難
い
要
素
だ
と
言
え
る
。

樹
木
が
大
地
と
空
と
の
両
方
に
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
と
地
と
い
う
異
質

の
領
域
を
ひ
と
つ
の
風
景
に
お
い
て
空
間
的
に
結
び
付
け
て
い
る
と
す
る
な
ら

ば
、
過
去
と
現
在
あ
る
い
は
未
来
と
い
う
、
同
時
に
は
在
り
得
な
い
も
の
を
時
間

的
に
繋
い
で
い
る
の
は
ほ
ぼ
廃
櫨
に
近
い
建
造
物
で
あ
ろ
う
。

ク
ロ
ー
ド
や
プ
ツ

サ
ン
の
絵
に
描
か
れ
た
建
物
は
、
後
世
の
画
家
た
ち
の
見
習
う
と
こ
ろ
と
な
り
、

そ
れ
以
上
に
現
実
空
間
に
お
け
る
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
の
実
現
に
興
味
を
持
つ

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
l

五



五

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

・

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
構
成
要
素
|
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ

ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て

人
々
に
霊
感
を
与
え
、
更
に
は
、
造
園
家
や
建
築
家
が
、
そ
こ
か
ら
望
ま
し
い
建

造
物
の
在
り
方
を
実
際
に
学
ぶ
べ
き
も
の
と
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

趣

ロ ーマ(全体)

味
の
諸
原
理
の
分
析
的
研
究
(
弘
誌
与
さ
N
X
S
N
F由
三
六
百
三
三
宮
3
、

3
h
G
N
b
b
\

円
h
a
な
)』
に
お
い
て
ナ
イ
ト
(

岡
山
片}
g
E
司
ミ
ロ
O
H
ハ
巳
m
z
-当
日
o
i
E
N
品
)
は
次

の
よ
う
に
語
る
。

アゴステ ィ ーノ・タッシ〈造船所のある海辺の風景〉 ドーリア美術館，

「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
ピ
ク
チ
ャ

レ

ス
ク
な
住
宅
の
た
め
に
、

い
ま
採
用
す
る
こ

と
の
で
き
る
最
良
の

建
築
様
式
は

、

ク
ロ
ー
ド
と
ふ
た
り
の
プ
l

サ
ン
が
描
く

建
造
物
類
を
特
徴
ゃ
つ
け
て
い
る
、
あ
の
混
合
様
式
で
あ
る。

何
故
な
ら

そ
れ

は
幾
多
の
時
代
に
も
渡
り
、
幾
つ
も
の
異
な
っ
た
国
家
の
人
々
に
よ
っ
て
、
少

し
ず
つ
建
造
さ
れ
た
モ
デ
ル
か
ら

取
ら
れ
て
い
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
特
定
の

施
工
の
方
法
に
よ
っ
て
も
、

装
飾
の
種
類
に
よ
っ
て
も
分
類
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
飾
り
の
な
い
壁
や
パ
ッ
ト
レ
ス
、

そ
し
て
も
っ
と
も
荒
々
し
い
十
石
積
み
か

ら

、
も
っ
と
も
精
巧
に
作
り

上
げ
ら
れ
た
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
頭
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
を
差
別
な
く
受
容
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
う
わ
ベ
は
雑
多
な
ひ

と
つ
の
様
式
に
お
い
て
、

そ
の
よ
う
な
対
照
は
、
何
ら
の
虚
偽
や
詐
欺
ま
が
い

の
も
の
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
様
式
に
よ
る
喜
び
を
邪
魔
す
る
こ
と
な

く
、
美
の
趣
き
を
高
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
で
も
良
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、
気
ま

ぐ
れ
と
空
想
の
放
縦
な
る
逸
脱
の
た
め
に
そ
れ
ほ
ど
広
大
な
場
を
与
え
る
も
の

に
お
い
て
は
、
常
に
そ
の
筋
の
権
威
に
何
ら
か
の
注
意
を
払
っ
て
お
く
の
が
思

図 7

慮
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

殊
に
、

わ
れ
わ
れ
が
前
に
名
前
を
挙
げ
た
偉
大
な
風
景

画
家
た
ち
の
よ
う
な
権
威
を
有
し
て
い
る
時
に
は
そ
う
で
あ
り
、
彼
ら
の
諸
作

品
を
研
究
す
る
こ
と
が
直
ち
に
創
案
を
豊
か
に
し
、
か
つ
抑
制
す
る
こ
と
に
つ



プリュッセ lレ(全体)パウル ・ プリル〈港〉ベルギー王立美術館，図 8

⑮
 

な
が
る
で
あ
ろ
う

。

一

こ
の
よ
う
に
風
景
画
と
風
景
自
体
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
風
景
画
か
ら
実
際
の
風
景

の
構
成
原
理
や
構
成
要
素
、
つ
ま
り
建
物
な
ど
に
つ
い
て
多
く
を
学
ぶ
べ
き
だ
と

い
う
考
え
方
は
、

一
八
四
O
年
前
後
ま
で
に
は
ア
メ
リ
カ
へ
も
伝
え

ら
れ
、
環
境

設
計
に
関
わ
る
諸
活
動
に
創
造
的
な
新
局
面
を
聞
く
こ
と
に
な
旬
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
は

、

ナ
イ
ト
や
ア
メ
リ
カ
の
造
国
家
ダ
ウ
ニ
ン
グ
(
〉
ロa
B
g
F
n
z
o
ロ

ロ
O
名
ロ

F
E
E
l

-
∞
印N
)
ら
に
よ
る
著
述
は

、

ク
ロ

ー
ド

の
絵
画
あ
る
い
は
風

景
画
一
般
に
お
け
る
時
間
の
表
現
に
つ
い
て
、
大
衆
向
け
百
科
全
書Q
F
Q三
宮
3
.
M

の
内
容
な
ど
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
深
い
理
解
を
示
し
な
が
ら
、
環
境
形
成

に
お
け
る
時
間
的
契
機
に
関
し
て
は
、
種
々
の
無
理
解
な
試
行
の
原
因
と
も
な
っ

た
。

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

」
と
い
う
視
点
か
ら
の
建
造
物
の
形
態
の
問
題
、
お
よ
び

歴
史
上
の
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
既
に
別
の
論
苅
で
触
れ
て
い
る
の

で
、
本
論
で
は
特
に
ク
ロ
ー
ド
に
と
っ
て
は
よ
り
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
樹
木
に
つ
い
て
、
他
の
諸
要
素
と
対
照
し
て
、
更
に
検
討
し
て
お
き
た
い

。

ク
ロ
ー
ド
の
風
景
画
に
描
か
れ
た
建
物
は
、
既
述
の
ご
と
く
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え

て
複
数
の
芸
術
諸
分
野
で
注
目
さ
れ
た
が
、

ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
建
築
物
の
描
写
は

特
別
に
巧
み
な
も
の
で
は
な
い
。

透
視
図
法
か
ら
す
れ
ば
歪
み
が
大
き
く
、
殊
に

半
球
あ
る
い
は
皿
状
ド
l

ム
屋
根
の
よ
う
に
円
や
球
を
含
む
形
態
の
表
現
は
、
多

く
の
場
合
、
不
適
切
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
人
物
保
(
そ
し
て
神
像
ま
た
は

半
神
的
英
雄
像
)
は
む
し
ろ
不
得
手
で
、
他
の
画
家
に
任
せ
る
こ
と
も
少
く
な
か

@
 

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
樹
木
の
表
現
は
言
わ
ば
ク
ロ
ー
ド
の
本
領

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

・

ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
ク
ロ
ー
ド

・

ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て

i

五



ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て

デ‘ニス・ファン・アルスルート〈風景の中のトピアと天使〉

王立美術館，アントワープ(全体)

図 9

五
四

と
す
る
所
で
あ
っ
た

。

「
誰
ひ
と
り
と
し
て
ク
ロ
ー
ド
よ
り

も
樹
木
を
深
く
愛
し
た
者
は
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
自
身
、
が
木
々
そ
れ
ぞ
れ
に

特
有
な
諸
性
質
の
相
違
の
念
入
り
な
観
察
を
誇
り
な
が
ら
も
、
も
っ
と
も
で
た

ら
め
で
お
ざ
な
り
な
方
法
で
そ
れ
ら
の
枝
々
を
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
の
を
知

@
 

っ
て
い
る
。
」

『
視
覚
と
デ
、
ザイ
ン

(
3
.
M
な
お
き
h
N
U
S常
詰
)
』
の中
で
フ
ラ
イ

(
H
N
o
m
o

吋
司
吋
一
子

呂
町
田
l
H
8
5
は
こ

の
よ
う
に
郷
撒
し
、

レ
オ
ナ
ル
ド

(
F
O
O
口
同
丘-
O
円
山
町
戸
〈
E
n
-

]
ケ
仲
間
Nl
l

H
m
H
U
)のひ
と
つ
の
小
さ
な
デ
ッ
サ
ン
が
示
す
樹
木
の
内
的
生
命
や
重
力

や
風
に
抗
す
る
そ
の
苦
闘
さ
え
も
、
ク
ロ
ー
ド
が
残
し
た
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
の
デ

@
 

ツ
サ
ン
に
は
ひ
と
つ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ぬ
と
断
言
す
る
が
、
実
際
に
樹
木
を
主

な
対
象
と
し
た
ク
ロ
ー
ド
の
素
描
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
調
べ
て
行
っ
た
者
に
は
、
そ

の
よ
う
な
結
論
に
は
至
り
難
い
。

ク
ロ
ー
ド
の
描
く
樹
木
は
、
素
描
で
も
油
彩
画

で
も
、
詳
細
は
か
な
り
省
略
さ
れ
た
筆
致
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
一
本

の
木
は
も
と
よ
り
小
さ
な
枝
葉
の
個
別
性
を
失
わ
せ
る
こ
と
も
、
そ
の
絵
全
体
の

調
和
を
乱
す
こ
と
も
な
い
。

ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
樹
木
の
表
現
に
近
い
作
例
を
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
に

か
け
て
描
か
れ
た
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
幾
つ
か
は
カ
ル
ラ
ツ

チ
派
の
も
の
に
な
る
。
ロ
ー

マ
で
活
躍
し
、
風
景
画
と
も
呼
び
得
る
作
品
が
幾
つ

か
あ
り
、
ク
ロ

ー
ド

が
参
考
に
し
た
可
能
性
の
あ
る
の
、
が
ア
ン
ニ
パl
レ
・
カ
ル
ラ

ツ
チ
(
〉
ロ
巳σ
色
。
口
問
吋
問
。P
E
g
-
E
O

由
)
だ
が
、
彼
、
が
力
を
入
れ
て
描
い
た

樹
木
は
、
多
く
の
場
合
、

そ
の
光
景
の
劇
的
状
況
を
物
語
の
主
人
公
の
た
め
に
盛



サロモン・ファン・ロイスダール 〈渡し場の風景〉

国立美術館，アムステルダム (全体)

図10

り
上
げ
る
も
の
で
、

ク
ロ
ー
ド
の
樹
木
が
獲
得
す
る
自
然
さ
は
未
だ
そ
こ
に
は
な

し、
。

こ
の
カ
ル
ラ
ッ
チ
が
力
を
抜
い
て
中
景
に
描
く
広
葉
樹
の
ほ
う

む
し
ろ

カ2

ク
ロ

ー

ド

の
樹
木
の
観
念
に
近
い
。

(
ロ0
5

叩
巳

そ
れ
は
ド
メ
ニ
キ

l

ノ

円
匡
ロo

本
名
口
0
5
8
w
o
N
E
6
-
o
F
E∞戸
回
目
白
)
に
も
例
、
が
見
ら
れ
る
、ク

ロ
ー
ド
が
よ
く
描
い
た
野
や
山
を
背
景
に
し
て
伸
び
る
幹
と
、
地
平
線
を
境
に
し

〔
図
4
)

カ
ル
ラ
ッ
チ
の
場
合
も
ド

て
空
に
広
が
る
枝
葉
を
持
っ
た
樹
木
で
あ
る
。
但
し
、

(
図
5
)

メ
ニ
キ
l

ノ
の
場
合
も
、
こ
の
種
の
中
景
の
樹
木
は
後
景
の
上
に
描
き
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
宗
教
画
あ
る
い
は
神
話
の
一
場
面
に
描
き
添
え
ら
れ
た
背

景
の
一
部
と
い
う
性
格
が
強
い
。

こ
の
こ
と
は
ク
ロ
ー
ド
と
同
じ
く
ロ

l

マ
で
制

作
を
続
け
た
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ニ
コ
ラ
・
。
フ
l

サ
ン
の
絵
画
に
つ
い
て
も
指
摘
し

(図
6
)

得
る
。

ガ
ス
パ
l

ル
・
プ
|
サ

ン
は
別
と
し
て
ニ
コ
ラ

・

プ
l

サ
ン
が
樹
木
自
体

を
重
視
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ク
ロ
ー

ド
の
師
タ
ッ
シ
(
〉
m
g
tロ
O

寸
回
目
的
了
円
・5
∞
o
l
店
主
)

の
作
品
は
多

数
を
確
認
し
難
い
が
、

(
図
7
)

風
景
V
が
そ
の
代
表
的
絵
画
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
イ
タ
リ
ア
人
で
あ
っ
た
に
も

ロ
ー

マ
の
ド
1

リ
ア
美
術
館
所
蔵
の
八
造
船
所
の
あ
る

か
か
わ
ら
ず
、
か
な
り
北
方
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
絵
が

示
す
空
、
海
、
船
の
在
り
方
、

そ
し
て
緑
濃
い
樹
木
の
描
き
方
は
、
ア
ン
ト
ワ
l

プ
で
生
ま
れ
ロ
1

マ
に
没
し
た
、
フ
リ
ル
(
可
白
巳
切H・

F
5
2

1

5
N
m
)の
作
品
に

(図
8
)

見
ら
れ
る
も
の
に
近
い
。

バ
ロ
ッ
ク
期
に
は
多
く
の
外
国
人
画
家
が
イ
タ
リ
ア
各
地
で
制
作
活
動
を
し
て

お
り
、
も
う
ひ
と
り
タ
ッ
シ
と
の
関
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
弟
子
ク
ロ
ー
ド
へ
の
間

接
的
な
影
響
の
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
挙
げ
て
お
く
べ
き
北
欧
系
の
画
家
は
、

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
構
成
要
素

i

ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
l

五
五



五
六

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
|
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

エ
ル
ス
ハ
イ
マ
|

(
〉
宕
ヨ
巴
ω
-
E
E
O戸
店
斗
∞1

5
5

)
で
あ
ろ
う
。

ク
フ

ル
卜
生
ま
れ
の
こ
の

ド
イ
ツ

系
画
家
の
絵
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
限
り

で
は

フ
一
フ
ン

す
べ
て
小
品
だ
が

図11 クロ ード・ ロラン〈アイネアスが狩り

をする海岸〉 ベルギー王立美術館，ブ

リユツセル(部分)

く

同
時
代
の
画
家
た
ち
の
見
習
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
イ

タ

リ
ア
風
の

風
景
画
を
伝
え
た

。
フl

レ
ン
ビ
ュ
ル
フ

(の
O
E
O
-昨
日
〈
回
ロH
u
s
-
g
σロ吋
m
y
-
n
-
H
m

∞
白l
l
H
g
d

は
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
l

の
佳

小
口
問
で
あ
る

た
め
ク
ロ
ー
ド
の
絵
画
と
は
比
較
し
難
い
が
、

作
A
ラ
ト
ナ
と
リ
ュ
キ
ア
の
農
民
た
ち
の
い
る
風
景

V

の
模
写
を
残
し
て
い
る
。

描
く
樹
木
は
同
世
代
の
北
方
の
画
家
、

例
え
ば
ア
ル
ス
ル
l

ト エ
ル
ス
ハ
イ
マ
l

の

(
円)σロ
と印
〈
山
口

〉
Z
-o
o
?
円
・

5
一1
0
5
N
印\N
白
)

(
幽
9
}

樹
木
と
比
べ
れ
ば
穏
や
か
で
、

言
わ
ば
イ
タ
リ
ア
化
さ
れ
て
い
る
。

プ
l

レ
ン
ビ

の
描
く
何
か
神
秘

的
な
力
を
秘
め
た
よ
う
な

ユ
ル
フ
の
描
く
樹
木
は
、

@
 

り

、
木
に
対
す
る
安
定
し
た
理
念
の
欠
如
を
想
わ
せ
る
。

時
に
は
欝
蒼
と
生
い
茂
り

時
に
は
小
さ
く
縮
こ
ま

r

-
、
、、
品
、

宇
れ
ふHN

ク
ロ
ー
ド
の
樹
木
の
表
現
が
イ
タ
リ
ア
の
伝
統
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ

北
方
の
伝
統
の
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
否
定
し
難
い
。

画
家
、
が
樹
木
の
生
命
を

感
じ
、
背
景
や
点
景
と
し
て
で
は
な
く
、
絵
画
の
実
際
上
の
主
題、

あ
る
い

は
主
要

な
要
素
と
し
て
樹
木
を
描
く
よ
う
に
な
る
の
は
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
l
(
匡
耳

2
E

E
E
O
吋
問
。
戸
の-E
∞
o
l
H
m
ω∞
)
を
鴨
矢
と
し
て
、
十
六
世
紀
の
ア
ル
プ
ス
以
北
の

絵
画
に
お
い
て
の
こ
と
だ
っ
た

。

ブ
ラ
ン
ド
ル
の
ボ
ル
(
出
回
目
切

O
「
目

ω仏
|

同
町
田ω
)
や
ヴ
ア
ル
ケ
ン
ボ
ル
フ

(
F
5山
田
〈
山

口
〈
色
付
。
ロσ
O
R
げ
唱
の
・5
ω
ml
l
Z
U
斗
)

は
、
樹
木
な
し
に
は
成
立
し
得
な
い
風
景
画
と
言
う
べ
き
も
の
を
描
い
て
お
り
、

そ
こ
に

は
パ
テ
イ
ニ
l

ル
(』O
R
E
B

E
H
E
F
ロ
-
E
∞
o
i
目

立
)
の
幻
視
的
な

風
景
画
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
、
現
実
の
自

然
へ
の
画
家
の
興
味
が
表
わ
れ
、
十

七
世
紀
ま
で
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
画
面
構
成
の
原
形
が
既
に
見
ら
れ
る
。

白
然
へ
の
興
味
の
増
大
は
、

」
の
時
代
に
よ
り
正
確
に
な
っ
た
植
物
の
描
写
に

見
ら
れ
る
。

画
家
た
ち
は
自
然
観
察
の
成
果
を
ふ
た
つ
の
異
な

っ
た
方
法
で
示
す

こ
と

が
で
き

た
。

「ヴ
エ
ル
ヴ
エ
ツ
ト

」
ブ
リ
ュ
l

ゲ
ル

(
本
名
同
山
口
早
2

m
y
o
-
-
5
8
1
5
N
印
)
は
小
さ
な
風
景
に
種
々
の
距
離
に
あ
る
樹
木
を
描
き
分
け
、

無
数
の
草
花
を
共
存
さ
せ
た

。

一
方
、
サ
ロ

モ

ン
の

A フ
渡ァ
しン
場・
のロ
あイ
るス
風函 ダ
景日 l 
V Jレ

(
ω色
0
5
0
口
語
口

HN
E可
ω
仏
国
叩
「
円-
H
m
o
o--
一戸田
寸O
)

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
何
人
か
の
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
た
ち
は
、
多
数
の
植
物
を

描
き
分
け
る
と
言
う
よ
り
も
、
例
え
ば
一
種
一
群
の
樹
木
を

、

そ
の
性
格
が
絵
全

体
の
性
格
と
な
る
ま
で
的
確
に
表
現
し

切
る
こ
と

に
よ
っ
て

、

@
 

た
。

そ
の
技
備
を
示
し

同
じ
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
で
も
、
主
に
パ
リ
と
ロ
l

マ
で
活
動
し
た
ス
ワ
l

ネ
ヴ



エ
ル
ト

の
描
く
樹
木
は
、

ロ
ー

マ
で
親
交
の
あ
っ
た
ク
ロ
ー
ド
の
描
く
樹
木
と
多
く
の そ

(
同0
2
6

ロ
〈
山
口

ω
豆
、
白
門
戸
σ
〈
己
?
の
5
0
0
5

日
間
)

の
何
れ
で
も
な
く
、

共
通
点
を
有
す
る
。

こ
れ
ら
ふ
た
り
の
画
家
に
と
っ
て
樹
木
は
極
め
て
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
時
に
は
事
実
上
の
主
題
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
描
か
れ
た
樹
木
固
有
の

の
風
景
画
に
は
具
な
っ
た
何
種
類
か
の
樹
木
が
描
か
れ
、

性
格
を
そ
の
絵
自
体
の
性
格
と
し
よ
う
と
す
る
図
意
は
感
じ
難
い
。

他
方
、
彼
ら

そ
の
う
ち
数
本
の
木
に

は
つ
る
草
が
絡
み
付
き
、
あ
る
い
は
宿
木
を
生
じ
、
多
様
な
自
然

ω
姿
を
映
し
て

い
る
が
、

そ
れ
は
多
様
性
の
た
め
の
多
様
性
の
追
求
、
あ
る
い
ト
は
技
伺
を
一
不
す
た

め
の
多
様
な
自
然
の
描
き
分
け
と
見
な
す
べ
き
種
類
の
も
の
で
は
な
い

。

以
上
に
述
べ
た
ふ
た
り

の
描
く
樹
木
に
共
通

す
る
性
格
は
、
特
に
ク
ロ
ー
ド
の

絵
画
に
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
そ
れ
は
ク
ロ
ー
ド
の
樹
木
が
ス
ワ
l

ネ
ヴ

図12 パオロ・ファリナティ 〈聖タデオと ~2
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エ
ル
卜
の
描
く
木
々
の
表
現
上
の
範
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く

ク
ロ
ー
ド
の
描
く
樹
木
の
ほ
う
が
遥
か
に
多
様
性
に
富
み
な
が
ら

も
、
な
お
一
層
自
然
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
ド

の
作
品
の
多
く
は
、
光

沢
の
あ
る
表
面
と
精
妙
な
仕
上
り
を
有
す
る
た
め
に
、
遠
く
か
ら
は
時
と
し
て
細

密
画
的
な
描
法
を
思
わ
せ
る
が
、
近
寄
っ
て
見
る
と
、
特
に
樹
木
類
は
意
外
に
も

あ
っ
さ
り
と
描
か
れ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

こ
の
傾
向
は
後
期
の
作
品
に
顕

著
で
あ
る
。

だ
が
、

そ
れ
は
即
興
的
な
も
の
で
も

、
樹
木
全
体
を
幾
つ
か
の
大
き

な
部
分
の
集
ま
り
と
し
て
描
い
た
も
の
で
も
な
い
。

殊
に
、
晩
年
の
数
作
に
お
い

て
は
、
樹
木
は
相
当
に
細
部
を
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
葉
の
一
枚
一
枚

を
感
じ
さ
せ
、
そ
の
向
う
に
輝
く
太
陽
の
光
に
浸
潤
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
幹
と

校
の
表
現
の
強
さ
は

そ
の
樹
木
が
カ
ル
ラ
ッ
チ
派
の
例
に
見
る
よ
う
に
構
成
の

た
め
に
あ
と
か
ら
描
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

(
凶
日
)

し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
に
本
来
あ
る
も
の
と

ク
ロ
ー
ド
の
風
景
を
照
ら
す
も
の

ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
風
景
画
の
芸
術
的

価
値
を
全
体
的
「
構
成
」
の
卓
抜
さ
に
あ

る
と
す
る
見
方
に
疑
問
を
提
起
す
る
本
論
は
、
前
章
に
お
い
て
ク
ロ
ー
ド
の
描
く

風
景
を
構
成
す
る
諸
「要
素
」
の
み
に
つ
い
て
、
な
か
で
も
殊
更
に

重
要
な
樹
木

を
中
心
に
述
べ
た
。

本
章
で
は
、
そ
れ
ら
を
照
ら
す
光
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

但

し
、
こ
の
場
合
に
も
、
少
な
く
と
も
近
代
絵
画
に
お
い
て
は
、
自
ず
か
ら
画
面
全

体
の
支
配
的
「
構
成
」
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
光
線
や
光
面
で
は
な
く
、

(
少
な

く
と
も
近
代
以
前
の
絵
画
に
お
い
て
は
)
ひ
と
つ
の
物
質
的
「
要
素
」
と
し
て
、

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

・

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
の
構
成
要
素
|

ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
i

五
七



ピ
ク
チ
ャ
レ
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ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
l
プ
の
構
成
要
素
ロl
ク
l
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
く
っ
て
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そ
し
て
象
徴
的
「
要
素
」
と
し
て
、
風
景
を
構
成
す
る
他
の
諸
「
要
素
」
と
同
列

に
も
扱
い
得
る
光
源
を
、
す
な
わ
ち
ク
ロ
ー
ド
の
場
合
に
は
専
ら
太
陽
を
、
考
察

@
 

の
対
象
と
す
る
。
太
陽
こ
そ
は
、
既
に
述
べ
た
A
牛
飼
い
V

そ
の
他
の
エ
ッ
チ
ン

グ
に
お
い
て
は

十
分
に
表
現
し
切
る
の
が
困
難
な
も
の
で
あ

樹
木
以
上
に

っ
た
。

ク
ロ

ー

ド
は
日
の
出
、

日
の
入
り
の
太
陽
の
光
を
油
彩
画
で
見
事
に
描
き
出
し

た
画
家
と
し
て
十
七
世
紀
の
人
々
に
賞
賛
さ
れ
、

そ
の
後
も
多
く
の
画
家
た
ち
が

日
没
時
の
、
時
に
は
朝
の
、
光
景
の
表
現
を
ク
ロ
ー
ド
の
絵
に
学
び
、
何
人
か
の

研
究
者
が
彼
の
絵
の
光
を
論
じ
た
。

し
か
し
、

タ
I

ナ
l

に
し
て
も
、
彼
が
ク
ロ

ー
ド
の
絵
か
ら
学
ん
だ
の
は
風
景
画
に
お
け
る
光
の
ひ
と
つ
の
在
り
方
で
あ
っ

て
、
太
陽
自
体
の
表
現
で
は
な
い
。

よ
り
厳
密
に
記
す
な
ら

ば
、
タ
l

ナ
i

は
自

分
の
望
む
光
の
在
り
方
を
ク
ロ
ー

ド
の
作
品
に
見
た
の
で
あ
り
、

太
陽
は
お
ろ

か
、
光
と
、

そ
の
光
に
照
ら
さ
れ
る
風
景
全
体
に
つ
い
て
も
、
ク
ロ
ー
ド
が
見
た

も
の
を
見
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

十
八
世
紀
に
ヴ
ェ
ル
ネ
(
吉
田
3
r
〈
0
3
2
・
口
広
l
H
a
u
)の
描
く
太
陽
、
が
多

少
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
太
陽
に
近
い
輝
き
を
示
す
の
み
で
、
そ
の
光
が
風
景
画
に
新

し
い
地
平
を
切
り
開
い
た
と
言
え
る
ク
ロ
ー

ド
の
太
陽
は
、
む
し
ろ
十
九
世
紀
に

は
更
に
沈
ん
だ
。

ク
ロ
ー
ド
の
祖
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
ド

l

ピ
ニ

l

(
(
U
Y
回
吋
目
。
印
。

甲
山
口

町
。
目
的
り
き
玄
関
H
M
W
H
∞
口
l
H
∞
斗
∞
)
が
繰
り
返し
太
陽
を
風
景
に
取
り
込
ん

で
い
る
が
、

そ
れ
は
ク
ロ
ー
ド
の
も
の
よ
り
も
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
に
よ
る
も
の
に

近
い
。

タ
l

ナ
l

の
熱
狂
的
な
支
持
者
で
あ
っ
た
ラ
ス
キ
ン
口
。
}5

月
5
E
P
E
E
l



5
0
0
)は
、
ク
ロ

ー

ド
の
絵
画
に
対
し
て
は
極
め
て
批
判
的
だ
っ
た
、
が
、
意
外
に

も
、
ク
ロ
ー
ド
は
太
陽
を
天
空
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
術
に
お
け
る
ひ
と
つ

@
 

の
革
命
に
影
響
を
与
え
た
と
述
べ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
賞
賛
で
は
な
く
、
批

判
へ
の
序
論
で
あ
っ
た
。

「
も
し
ク
ロ
ー
ド
が
偉
大
な
人
物
で
あ
っ
た
な
ら
、
太

陽
の
諸
効
果
を
描
く
の
に
そ
こ
ま
で
集
中
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
す
べ
て
の
自

然
と
す
べ
て
の
芸
術
を
見
つ
め
、
太
陽
の
諸
効
果
を
多
少
お
と
し
、
自
然
を
全
体

@
 

に
遥
か
に
上
手
に
描
こ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う

。

」
こ
の
よ
う
に
ラ
ス
キ
ン
は
述
べ

る
。

だ
が
、
こ
の
『
近
代
画
家
論

(
h
b
b
2
N
U
Q
刊
誌
な3
)』

に
お
け
る
記
述
は
、

お
り

そ
の
意
味
で
は
三
重
の
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
。

あ
ま
り

に
も
ク
ロ
ー
ド

が
描
く
太
陽
の
光
に
の
み
気
を
取
ら
れ
た
も
の
に
な
っ
て

第
一
に
、
ラ
ス
キ
ン
は
ク
ロ
ー
ド

の
時
代
ま
で
は
誰
も
太
陽
を
真
剣
に
描
こ
う

@
 

と
は
考
え
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い

。

ま
た
一
方
で
、
ラ
ス

図1 5 カルロ ・ サラチェーニ 〈イカロス

の墜落のある風景〉 国立美術館カポ
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キ
ン
は
、
風
景
画
に
太
陽
の
本
当
の
効
果
を
最
初
に
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
は
ボ

ニ
フ
ア
ツ
ツ
イ
オ
(
∞
o
E
貯
は
o

骨
-

E
S
F

∞
O
ロ
山
内
旧
民
O

〈
σ
2
5
8

・
E
∞
叶
|

@
 

百
四
ω
)
だ
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
面
的
な
見
方
で
し
か
な
い

。

結
局
、

ラ
ス
キ
ン
は
、
ボ
ニ
フ
ア
ツ
ツ
ィ
オ
と
ク
ロ

ー

ド
と
の
聞
に
存
在
し
た
、
一
世
紀

以
上
に
渡
る
太
陽
の
表
現
の
歴
史
的
展
開
を
無
視
し
、
唯
一
名
前
を
挙
げ
て
い
る

ル
1

ペ
ン
ス

(]U
2
2・

可
田
口円
河
口
σ
σ口
目
、
H
qコ

H
m
h時
(
)
)
に
よ
る
太
陽
の
表
現
を

も
、
ク
ロ

ー

ド
以
前
に
行
わ
れ
た
格
別
の
意
味
を
持
た
ぬ
各
種
の
試
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
片
付
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
ラ
ス
キ
ン
は
ク
ロ
ー
ド
が
太
陽
の
光
の
「
効
果

(
O
F
2
)」の
表
現

に
の
み
興
味
を
有
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
十
九
世
紀
的
な
見
方
で

あ
り
、
実
際
に
は
、
ク
ロ

ー

ド
は
太
陽
の
「
効
果
」
と

言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

そ
の
「
事
実
(
沙
門
門
)
」
に
近
づ
こ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
ク
ロ

ー

ド
の
絵
が
全
体
を
犠
牲
に
し
て
、
ラ
ス
キ
ン
の
言
う
、
太
陽

の
諸
「
効
果
」
を
描
い
た
も
の
だ
と
は
言
い
難
い
。

以
上
の
誤
謬
は
、
こ
の
ラ
ス

キ
ン
に
よ
る
ク
ロ
ー
ド
の
作
品
に
関
す
る
記
述
、
が
、
あ
く
ま
で
も
タ
l

ナ
l

を
高

く
評
価
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
ラ
ス
キ
ン
に
よ
る
タ
l

ナ
l

の
絵
画
の
解
釈

を
基
準
に
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『近
代
画
家
論
』
に
お
け
る
太

陽
の
表
現
に
つ
い
て
の
記
述
は
懇
意
的
で
、
特
別
な
研
究
に
基
づ
い
た
も

の
で
は

p
i
h
、

。

ナ
ん
、ν本

論
で
は
、
完
全
な
も
の
で
は
到
底
あ
り
え
な
い
が
、
西
欧
に
お
け
る
ル
ネ
サ

ン
ス
以
降
の
太
陽
表
現
の
変
遷
を
、
最
近
お
こ
な
っ
た
調
査
を
基
礎
に
、
諸
作
品

が
成
立
し
た
時
代
の
観
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
ク
ロ

ー

ド
の
絵
画
に
至
る
ま
で
跡
付

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
l

ク

?
l

ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

五
九
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。

け
て
み
る
こ
と
に
す
る

。

ボ
ニ
フ
ア
ツ
ツ
イ
オ
の
描
く
、

ほ
ど
良
い
大
き
さ
と
黄
色
系
の
常
識
的
な
色
彩

を
持
っ
た
太
陽
は
、
十
九
世
紀
の
視
点
か
ら
は
、

そ
の
近
代
的
な
表
現
の
先
駆
と

見
え
る
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、

そ
れ
は
後
に
ク
ロ
ー
ド
、

が
描
く
太
陽
や
、
ま
た
は
、

む
し
ろ
ボ
ニ
フ
ア
ツ
ツ
イ
オ
以
前
に
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
が
描
い
た
太
陽
と
比
べ

た
場
合
、
空
中
に
浮
ぶ
光
る
玉
と
も
見
え
よ
う
。

そ
の
光
は
絵
に
描
か
れ
た
風
景

や
人
物
を
照
ら
す
光
と
は
な
っ
て
い
な
い

。

ク
ロ
ー
ド

以
前
に
絵
画
に
お
け
る
太
陽
の
表
現
で
一
大
革
新
を
成
し
遂
げ
た
の

は
、
ボ
ニ
フ
ア
ツ
ツ
イ
オ
以
上
に

、
風
景
画
一
般
に
お
い
て
と
同
様
に
、
7
1
'
レ
ー
、l

v

J

'
J
'
 

ド
ル
フ
ァ
ー
で
あ

っ

た
。

ア
ル
ト
ド
ル
フ
ア
l

の
描
く
太
陽
は
、
特
有
の
渦
巻
く

雲
を
伴
い
、
時
に
は
大
胆
に
変
形
さ
れ
、
ボ
ニ
フ
ア
ツ
ツ
イ
オ

の
作
品
よ
り
も
主

観
的
な
色
彩
表
現
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
幼
子
キ
リ
ス
ト
の
向
う
に
輝
く
ボ

一
一
フ
ア
ツ
ツ
イ
オ
の
太
陽
や
、
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
の
ブ
ラ
ン
ド

ル
絵
画
に
見
ら
れ
る
、
月
と
共
に
キ
リ
ス
ト
磯
刑
を
十
字
架
の
左
右
に
あ

っ

て
象

徴
す
る
太
陽
と
比
較
す
れ
ば

ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
が
如
何
に
太
陽
を
単
に
図
式

的
な
記
号
か
ら

大
自
然
の
活
動
体
へ
と
開
放
し
た
か
が
理
解
さ
れ
よ
う

。

ア
ル
ト

ド
ル
フ
ァ
!

の
描
く
太
陽
は
、
神
秘
的
な
様
相
を
呈
し

な
が
ら
も

、
宇
宙
の
営
み

を
動
的
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

。

ボ
ニ
フ
ア
ツ
ツ
イ
オ
に
続
く
十
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
例
を
挙
げ
る
な

ら
ば
、

同
じ
く
ヴ
エ
ロ

l

ナ
出
身
の
画
家
フ
ア
リ
ナ
テ
イ

(
3
0日0
3

巴
s
t
・
5
N
仏|

H
g
m)
は
ふ
た
つ
の
異
な
っ
た
太
陽
の
表
現
を
残
し
て
い
る

。

ひ
と
つ
は
ヴ
エ
ロ

(
図
ロ
)

!
ナ
に
あ
る

A
聖
タ
デ
オ
と
聖
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス

コ
V

の
大
き
な
赤
い
太
陽
で
あ
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(
図
臼
)

り
、
も
う
ひ
と
つ
は
ミ
ラ
ノ
に
あ
る

A

エ
ジ
プ
ト
避
難
途
上
の
休
息
V

の
小
さ
な

{
図
M
)

黄
色
の
太
陽
で
あ
る
。
前
者
の
聖
人
の
頭
上
に
そ
の
頭
よ
り
も
大
き
く
拙
か
れ
た

朱
赤
色
の
太
陽
は
、
幼
稚
な
表
現
と
さ
え
見
え
る
ほ
ど
だ
が
、
そ
の
一
世
紀
ほ
ど

前
に
同
じ
イ
タ
リ

ア
で
描
か
れ
た
太
陽
が
金
色
で
花
弁
の
よ
う
な
光
冠
を
伴
っ
て

@
 

い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
大
き
な
革
新
で
あ
っ
た
。

一
方
、
後
者
の
太
陽
は
、
Jヲ
に

の
絵
の
右
側
に
描
か
れ
た
木
の
実
と
比
べ
た
く
な
る
ほ
ど
小
さ
く
、
前
者
と
は
正

反
対
の
理
由
で
奇
妙
だ
が
、
周
辺
の
雲
へ
の
光
の
照
射
の
表
現
な
ど
に
よ

っ
て
、

よ
り
一
層
、
実
際
の
太
陽
の
姿
に
近
づ
こ
う
と
す
る
試
行
の
成
果
が
見
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「
エ
ジ
プ
ト
避
難
途
上
の
休
息
」
あ
る
い
は

「
エ
ジ
プ
ト
へ

の
避
難
」
は
、

キ
リ
ス
ト
教
絵
画
の
な
か
で
も

、
既
に
述
べ
た

「十
字
架
の
キ
リ

ス
ト

」、

「
幼
子
キ
リ
ス
ト
の
礼
拝
」
あ
る

い
は

そ
し
て

「
東
方
の
博
士
た
ち
の

礼
拝
」
と
並
ん
で
し
ば
し
ば
太
陽
が
何
ら

か
の
形
で
描
か
れ
た
テ
1

マ
で
あ
っ

た
。

太
陽
は
基
本
的
に
主
を
象
徴
す
る
も

の
だ
ろ
う
が

こ
れ
ら
の
絵
画
で
上
空

に
輝
く
小
円
が
常
に
太
陽
で
あ
る
と
は
断

言
で
き
な
い
。

ま

た
、
ボ
ン
ヴ
ィ
チ
|

ノ

(
と
何
回
目
白
E
H
O

H凶O
ロ
ヱ
口E
P
E
U
∞l

E
F
)
に
よ
る

A
聖
母
子
像
V
(
ブ
レ

ラ

美
術
館
)
の
よ
う
に
幼
児
を
抱
く
マ
ド
ン
ナ
が
月
を
踏

ま
え
る

時
に
は
、
太
陽

は
主
を
象
徴
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
月
と
共
に
聖
母
マ
リ
ア
を
表
わ
し
て

い

る
。

こ
の
場
合
、
太
陽
は
光
輪
す
な
わ
ち
後
光
と
一
致
す
る
の
で
、
サ
ヴ
オ
ル
ド

(
2
0〈
自
己

2
5
-
E
5
ω
2
O

E
O
-
円
-
E
∞
ol
H
E

∞
)
に
よ
る
、
そ
の
下
方
に
四

聖
人
と
風
景
を
伴
っ
た
A

栄
光
の
聖
母
子
像
V

(ブ
レ
ラ
美
術
館
)
の
光
輪
も
太

陽
と
一
致
す
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
結
論
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
に

述
べ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
の
画
家
た
ち
に
よ
る
ふ
た
つ
の
大
作
は
、
風
景
画
で
は
な
く

ピ

ク
チ
ャ

レ
ス
ク

・

ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
l

ク
ロ
ー
ド

・

ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

ム

ノ、



~ 

ノ、

ピ

ク
チ
ャ
レ
ス
ク

・

ラ
ン
ド

ス
ケ
l

プ
の
構
成
要
素

ク
ロ
ー
ド

・

ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
!
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聖
母
子
像
だ
が
、

サ
ヴ
オ
ル
ド
の
絵
の
下
半
分
に
、
左
右
に
ふ
た
り
ず
つ
に
分
け

て
描
か
れ
た
聖
人
た
ち
の
聞
に
見
え
る
風
景
は
十
六
世
紀
前
半
の
も
の
と
は
思
え

ぬ
よ
う
な
光
の
把
握
を
示
し
て
い
る
。

非
キ
リ
ス
ト

教
絵
画
で
、
こ
の
時
代
に
何
人
か
の
画
家
が
太
陽
を
描
い
て
い
る

の
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
由
来
す
る
「
イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
」
の
諸
作
品
で
あ
る

。

も

っ
と
も
良
く
知
ら

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
に

あ
る
大
ブ
リ
ュ
l

ゲ

/レ

(
司5
8
円
切
H・

2
m
y
o
-
-
n
・
5
N
m
lー
呂
田
由
)
に
よ
るA
イ
カ
ロ
ス

の
墜
落
の
あ
る

風
景
V

で
は
、
小
さ
な
黄
色
の
太
陽
が
水
平
線
上
に
半
分
と
少
し
顔
を
見
せ
て
い

る
。

こ
の
絵
は
歪
め
ら
れ
た
夢
の
世
界
の
よ
う
な
寓
意
画
で
は
あ
る
が
、
ア
ル
ト

ド
ル
フ
ァ

ー
に
よ
る

八

聖
フ
ロ
l

リ

ア
l

ン
V

祭
壇
画
の
一
組
や
A

ア
レ
グ
ザ
ン

ダ
!

大
王
の
戦
い
V
(
ア
ル
テ

・
ピ
ナ
コ
テ
l

ク
)
と
並
ん
で
、
別
な
形
で
、

天

体
の
運
行
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
淡
い
黄
色
の
太
陽
と

青
味

が
か
つ

て
見
え
る
灰
白
色
の
水
平
線
上
の
大
気
と
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、

種
の

現
実
感
が
あ
る
。

ロ
ー
マ
で
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
!
と
親
交
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
画
家

サ
ラ
チ
ェ
l

ニ
(
のR
Z
ω
田
E
n
g
--
n
・
5
自
1
5

N
O
)は
、
そ
の
エ
ル
ス
ハ
イ
マ

ー

や
、
一
六
O
五
年
項
に
は
や
は
り
ロ
!
マ
に
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
オ
ラ
ン

ダ
の
ピ
ナ
ス
(
同
白g
σ

ω
百
戸O
ロ
日
N

HU
H-ロ
山
田
・
σ
o
p
円
O
H
m
s
-

田
町
門
司
広
島
)
な
ど

北
方
系
の
画
家
た
ち
の
描
く
風
景
画
に
通
じ
る
諸
作
品
を
残
し

て
い
る
が
、

ナ
ポ

リ
に
あ
る
「
イ
カ
ロ
ス
の
物
語

」
の
一
組
も
、
風
景
に
重
き
を
置
い
た
作
品
で
あ

〈図
日
)

る
。

サ
ラ
チ
ェ
l

ニ
が
、
彼
の
A

イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
の
あ
る
風
景
V
で
、
い
わ
ば

ブ
リ
ュ
l

ゲ
ル
の
表
現
と
は
陰
陽
を
反
転
し
て
、
青
味
が
か
っ
た
灰
色
で
描
く
太
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陽
は
、
白
く
光
る
大
気
を
丸
く
剖
り
貫
き
、
天
空
の
青
を
見
せ
た
よ
う
な
特
殊
な

表
現
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
皆
既
日
食
を
表
わ
す
も
の
で
な
け
れ
ば

、

こ
れ
は
極

め
て
大
胆
な
試
み
だ
と
言
え
よ
う
。

黄
色
系
統
そ
し
て
、
特
に
赤
色
系
統
の
色
に

よ
る
表
現
は
、
特
殊
な
条
件
下
に
お
け
る
太
陽
の
知
覚
に
よ
る
も
の
だ
と
仮
定
す

る
に
し
て
も
、
古
来
か
ら
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
き
た
金
色
に
よ
る
太
陽
の
表
現
、

殊
に
花
火
の
よ
う
に
黄
金
の
光
冠
を
つ
け
た
表
現
は
、
太
陽
の
讃
美
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
地
上
の
何
物
よ
り
も
絶
対
的
に
明
る
い
太
陽
を
描
き
切
れ
な
い
画
家

た
ち
の
絶
望
の
証
し
で
も
あ

っ
た
。

サ
ラ
チ
ェ

i

ニ
は
大
気
に
円
形
の
穴
を
穿
つ

た
よ
う
な
表
現
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
陽
を
何
色
で
描
く
べ
き
か
と

い
う
限

界
の
見
え
る
選
択
を
放
棄
し
て
、

ま
っ
た
く

別
の
次
元
で
絶
対
的
な
明

る
さ
に

挑

戦
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ク
ロ
ー
ド
以
前
で
、
神
話
性
あ
る
い
は
宗
教
色
の
薄
い
太
陽
の
表
現
は
、
十
六

そ
し
て
一
部
は
北
部
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
に
、
輿

〈
図
同
〉

味
深
い
諸
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゲ
ン
卜
の
美
術
館
に
あ
る
入
村
の
祝
祭
V

世
紀
後
半
の
ブ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
、

は
、
教
会
、
役
所
、
宿
屋
な
ど
、
村
の
主
要
な
建
物
で
固
ま
れ
た
広
場
で
浮
か
れ

騒
ぐ
民
衆
を
描
い
て
い
る
が
、
左
側
の
中
景
に
建
つ
教
会
の
彼
方
に
は
朱
色
の
太

(
図
げ
}

陽
が
浮
ん
で
い
る
。

そ
の
太
陽
の
周
囲
に
は
黄
色
味
を
持
た
せ
、
そ
の
外
周
は
更

に
白
色
を
加
え
て
、
太
陽
が
放
つ
光
を
、
放
射
状
に
広
が
る
光
線
を
用
い
ず
に
、

柔
ら
か
く
表
現
し
て
い
る
。

だ
が

そ
の
拡
散
す
る
白
色
は
白
い
雲
と
触
け
合

ぃ
、
そ
の
向
う
に
青
空
を
覗
か
せ
て
い
る
た
め
に
、
ま
る
で
太
陽
は
雲
の
手
前
に

浮
か
び
、
こ
ち
ら
に
朱
色
の
背
を
向
け
、
雲
に
光
を
与
え
て
間
接
的
に
地
上
を
照

ら

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

。

こ
の
絵
は

(
ハl
ル
レ
ム
の
ヤ
ン

・

モ
ス
タ

ピ
ク
チ
ャ

レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
|
ク

ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

ム

ノ、



ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

・

ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
|
ク
ロ
ー
ド
・

ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

レ
ト
で
ま
工
、

J

川

-
l
f

、V

」

モ
ス
タ
ー
ル
卜

3
2
2

H
-
z
s
g
o
p
n
E
ω

品
Ii

ち
巾
円

自
由
∞
)
と
い
う
画
家
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

前
に
触
れ
た
ブ
リ
ュ
l

ゲ
ル
の
A

イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
の
あ
る
風
景
V
は
彼
が
古

代
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
扱
っ
た
唯
一
の
絵
画
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ュ

l

ゲ
ル
は
そ
の
作

品
の
大
半
を
農
村
生
活
を
題
材
と
し
て
い
る
が

モ
ス
タ
i

ル
ト
の
八
村
の
祝

〈ヌーヴイ/レ城の防衛，マダム ・ ド ・ サンパ

ナンシ一美術館，ナンシー (全体)

クロード ・ デリュエ

スノレモン騎馬像〉

関20

六
四

祭
V

の
太
陽
は
、
ブ
リ
ュ

l

ゲ
ル
が
描
く
農
村
の
高
い
地
平
線
ま
た
は
水
平
線
の

彼
方
に
浮
ぶ
太
陽
に
類
似
し
て
い
る

。
入
イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
の
あ
る
風
景
V
と
ほ

ぼ
同
時
期
の
作
品
で
、
西
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る

A
ネ
1

デ
ル
ラ
ン
卜
の
こ
と
わ
ざ

V

は
、
太
陽
に
関
す
る
も
の
を
も
含
め
て
、
多
数
の
こ
と
わ
ざ
を
大
勢
の
村
人
を
動

員
し
て
一
画
面
に
語
ら
せ
た
も
の
で

、

右
上
端
の
港
湾
と
帆
船
と
太
陽
と
が
小
さ

く
描
か
れ
た
部
分
は
地
勢
上
も
前
者
に
酷
似
し
て
い
る
。

そ
の
太
陽
は
こ
こ
で
は

水
平
線
か
ら
離
れ
、
赤
味
を
帯
び
て
青
空
に
光
冠
を
発
し
て
い
る
が
、
海
に
続
く

村
の
建
物
や
人
々
を
照
ら
す
光
は
別
の
所
か
ら
来
て
い
る
。

八

イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
の
あ
る
風
景
V

と
同
じ
く
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
王
立
美
術
館

所
蔵
の
A

ベ
ツ
レ
へ
ム
の
戸
籍
調
査
V

に
ブ
リ
ュ
!
ゲ
ル
は
、
来
、
の
樹
木
の
枝
越

し
で
、

そ
の
上
、
半
分
近
く
が
水
平
線
(
ま
た
は
地
平
線
)
に
隠
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
赤
々
と
し
た
太
陽
を
描
い
て
い
る
。

だ
が
、
雪
に
覆
わ
れ
た
そ
の
冬
景
色

を
照
ら
す
光
は

や
は
り
そ
こ
か
ら
は
来
て
い
な
い

。

こ
の
半
分
隠
れ
た
太
陽

は
、
そ
こ
か
ら
画
面
の
中
心
を
通
っ
て
ひ
く
こ
と
の
で
き
る
対
角
線
上
の
前
景
に

描
か
れ
た
、
顔
だ
け
を
覗
か
せ
て
緑
色
の
毛
布
で
す
っ
ぽ
り
と
身
を
包
ん
だ
身
重

の
マ
リ
ア
と
生
ま
れ
出
よ
う
と
す
る
幼
児
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
六
世
紀
の
ブ
ラ
ン
ド
ル
を
中
心
と
す
る
北
欧
絵
画
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に

太
陽
の
表
現
は
、
お
そ

ら
く

神
話
的
、
宗
教
的
、
そ
し
て
土
着
的
な
意
味
を
少
し

づ
っ
担
い
な
が
ら
も

、
ブ
リ
ュ
l

ゲ
ル
の
よ
う
な
大
家
と
、

モ
ス
タ
ー
ル
ト
の
よ

う
に

、

今
で
は
ほ
と
ん
ど

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
画
家
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
現
実

性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

時
お
り
太
陽
を
描
い
た
も
う
ひ
と

り
の
ブ
ラ
ン

ド
ル

の
大
家
、
が
ル1
ペ
ン
ス



ロンドン(全体)クロード・ロラン 〈シパの女王の出'1凡〉ナショナル ・ ギャラリー，図21

で
あ
る
。

絵
画
に
お
け
る
太
陽
の
扱
い
に
お
い
て
ブ
リ
ュ
!
ゲ
ル
と
ル
1

ペ
ン
ス

と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
次
の
ふ
た
つ
の
点
、
が
ル1
ペ
ン
ス
の
、
ま
た
は
彼
の
時

代
の
、
展
開
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。

第
一
に
ル
1

ペ
ン
ス
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
あ
る

A

羊
飼
い
の
い
る
風
景
V

に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
太
陽
を
神
話
や
宗
教
か
ら
、
ブ
リ
ュ
l

ゲ
ル
が
し
た
以
上
に
、
更
に
引
き
離

し
た
。

象
徴
論
上
は
、
太
陽
か
ら
従
順
な
羊
た
ち
に
至
る
系
列
に
は
神
話
的
あ
る

い
は
宗
教
的
関
係
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
絵
と
そ
の
類
例
に
見
ら
れ
る
現
世
的
な

構
成
諸
要
素
の
空
間
的
関
係
と
、
確
実
な
光
の
把
握
お
よ
び
そ
の
巧
み
で
力
強
い

表
現
に
は
、
ク
ロ

ー
ド
と

は
別
な
在
り
方
の
、
風
景
画
に
お
け
る
新
時
代
の
到
来

を
予
感
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

第
二
に

」
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て

そ
し
て
よ
り
高
く
評
価
す
べ
き
な
の
は
、

ル
1

ペ
ン
ス
が
太
陽
を
自
の
高
さ
、
あ
る
い
は
画
面
中
央
の
水
平
線
近
く
ま
で
引

き
お
ろ
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る

o
A
羊
飼
い
の
い
る
風
景
V

に
お
い
て
は
、
上
端

に
雲
を
被
っ
た
白
く
輝
く
太
陽
が
、
地
平
線
に
触
れ
そ
う
な
低
い
位
置
か
ら
野
原

に
鮮
や
か
な
黄
色
の
光
を
降
り
注
い
で
い
る
。

十
七
世
紀
に
は
北
部
の
オ
ラ
ン
ダ
に
も
低
い
位
置
に
輝
く
太
陽
を
描
く
風
景
画

@
 

家
が
何
人
か
現
わ
れ
た
。
典
型
的
な
形
は
水
平
線
上
の
左
右
何
れ
か
の
端
に
寄

り
、
水
面
と
上
空
の
雲
に
光
を
放
つ
黄
系
統
色
の
太
陽
で
あ
り
、
海
景
図
ま
た
は

海
難
図
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
も
あ
る
。
だ
が
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
/レ

ペ
ン
ス
の
太
陽
と
同
じ
く
、

一
部
ま
た
は
大
部
分
を
雲
に
覆
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ク
ロ
ー
ド
ほ
ど
ま
と
も
に
絵
の
中
心
で
太
陽
を
描
こ
う
と
試
み
た
者
は
い
な

U 、

。

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
構
成
要
素
|
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

六
五



ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

i

プ
の
構
成
要
素
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

六
六(

図
四
〉

牛
の
自
形
を
し
た
幅
必
聞
の
小
品
入
海
の
見
え
る
風
景
V
(
ル
l

ヴ
ル
美
術

クロード・ロラン 〈アイネアスが狩りをする海岸〉

ベルギー王立美術館，プリユツセル(全体)

図22

館
)
は
、
ク
ロ

ー

ド
が
何
に
も
隠
れ
て
い
な
い
太
陽
を
描
い
た
最
初
の
絵
画
作
品

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
ク
ロ
ー

ド
は
、

ル
1

ペ
ン
ス
の
八
羊
飼
い
の
い
る
風

景
V

と
同
様
に
、
画
面
中
央
の
水
平
線
で
全
体
を
空
と
陸
の
領
域
に
ほ
ぼ
均
等
に

二
分
し
て
い
る
。
だ
が
太
陽
の
位
置
は
よ
り
高
く
、
中
景
の
木
立
ち
も
遠
く
の
雲

も
、
そ
の
光
を
遮
ら
な
い
。

一
方
、
こ
の
作
品
の
表
現
に
は
未
だ
稚
拙
な
側
面
も

自
に
つ
く
。

こ
の
時
点
で
ク
ロ
ー
ド
は
、
太
陽
を
一
番
明
度
の
高
い
色
、
す
な
わ

ち
白
色
に
近
い
色
で
描
き
、
そ
の
次
に
明
る
く
見
え
る
で
あ
ろ
う
、
光
を
受
け
る

雲
の
端
部
な
ど
に
多
少
明
度
を
落
と
し
た
同
系
色
を
使
い
、
順
次
そ
の
方
法
で
光

を
調
和
的
に
拡
散
し
て
行
く
と
い
う
画
法
の
基
本
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
が
、
雲
の

上
の
反
射
な
ど
に
は
矛
盾
も
多
い
。
ま
た

こ
こ
で
は
未
だ
説
明
的
に
、
放
射
状

に
上
空
に
拡
が
る
太
陽
光
線
が
描
か
れ
て
い
る
。

ク
ロ
ー
ド
は
ロ

1
7

で
本
格
的
な
制
作
の
生
活
に
入
る
前
に
一
度
フ
ラ
ン
ス
へ

帰
り
、

一
六
二
五
年
の
十
月
か
ら
一
年
間
の
契
約

郷
里
に
近
い
ナ
ン
シ
1

で
、

ロ
レ
l

ヌ
の
宮
廷
画
家
デ
リ
ュ
エ

(
Q
E
骨
ロ

0
2
2

・
5
∞
∞l
H
g
o
)の
助

〈
図
初
)

手
を
務
め
て
い
る
向
、
デ
リ
ュ
エ
に
よ
る
八
ヌ

l
ヴ
イ
ル
城
の
防
衛
V
(
ナ
ン
シ

で
、

i

美
術
館
)

の
左
端
中
央
部
に
見
え
る
正
の
上
で
上
空
に
光
を
放
射
す
る
太
陽

は
、
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
初
期
作
品
の
太
陽
と
比
較
さ
れ
る
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

デ
リ
ユ
エ
も
ロ
l

マ
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
デ
リ
ユ
エ
に
よ

る
こ
の
一
種
の
戦
場
の
僻
敵
図
は
、
そ
の
太
陽
と
雲
の
表
現
か
ら
も
、
ど
の
イ
タ

リ
ア
絵
画
よ
り
も
、
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
に
よ
る
八
ア

レ
グ
ザ
ン
ダ
l

大
王
の
戦

(
図
お
)

い
V

と
比
べ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。



図23 クロード・ロラン〈アイネアスが狩りをす

る海岸:>C部分，中央詳細)
図24 クロード ・ ロラン〈アイネアスが狩りをす

る海岸:>C部分，左端詳細)

入
海
の
見
え
る
風
景
V

以
後
、
ク
ロ

ー
ド

は
水
平
線
を
更
に
下
げ
、
太
陽
の
高

さ
を
絵
の
上
下
の
中
央
に
近
づ
け
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
あ
る
一
六
三
九
年
制
作
の
A
海
港
V

、

マ
ド
リ
ッ
ド
の
プ
ラ
ド
美
術
館
に
あ
る

一
六
四
O
年
頃
に
描
か
れ
た
A
聖
パ
ウ
ラ
の
船
出
V

な
ど
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

カ
ン
ヴ
ア
ス
の
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
太
陽
を
全
体
の
中
心
近
く
へ
持
っ
て
来
よ

う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
の
ひ
と
つ
の
頂
点
が
ル
1

ヴ
ル
に
あ
る

入
ク
リ
ユ
セ
イ
ス
を
父
親
の
も
と
へ
返
す
ユ
リ
シ
l

ズ
V

で
あ
り
、
別
の
頂
点
が

(
図
幻
〉

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー

所
蔵
の
A

シ
パ
の
女
王
の
出
帆
V

で
あ
っ
た
。

八

四
四
年
の
制
作
に
な
る
前
者
は
、
太
陽
を
画
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
据
え
て
い
る
。

方
、

一
八
四
八
年
に
描
か
れ
た
後
者
の
太
陽
は
、
中
心
の
少
し
左
へ
置
か
れ
な
が

ら
も
燦
然
と
輝
き
、

人
、
船
、
建
物
、
そ
し
て
樹
木
の
す
べ
て
を
完
全
に
支
配
し

て
い
る
。結

・
太
陽
の
下
の
多
様
な
生
の
共
存

偽
作
へ
の
対
策
と
し
て
ク
ロ
ー
ド
が
記
録
し
た
と
言
う

『
真
実
の
書
(
じ
甲
町
、

て
ミ
弘
司
白
目
仇
臼
)
』

に
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
ク
ロ
ー
ド
は
相
当
の
高
齢
に
達
す
る

ま
で
太
陽
を
描
き
続
け
て
い
る
。
晩
年
の
作
品
の
中
か
ら
優
れ
た
も
の
を
ひ
と
つ

選
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ブ
リ
ユ

ツ
セ
ル
に
あ
る
《
ア
イ
ネ
ア
ス
が
狩
り
を
す
る

(
図
幻
)

海
岸
V

で
あ
ろ
う
。
ク
ロ
ー

ド
の
絵
画
は
、
壮
年
期
に
描
か
れ
た
A

シ
パ
の
女
王

の
出
帆
V

の
よ
う
に
、
左
右
の
均
衡
を
計
り
、
確
固
た
る
秩
序
を
構
築
す
る
も
の

か
ら
、

よ
り
気
宇
広
大
で
、
か
つ
枯
れ
た
作
風
の
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
た
。
こ

こ
に
は
『
百
科
全
書
書
学
及
彫
像
』
が
、
す
な
わ
ち
。

E
3
ど
3
d
が

エ
ッ
チ

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

1

プ
の
構
成
要
素
|
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
|

六
七



ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
i

ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
l

図25 アルプレヒト・アルトドルファー〈ア

レグザンダ一大王のi淡い〉アルテ・ピナ

コテーク， ミュンへン(全体) 1529年頃

図26 Iプ トレマイオス的あるいは天動説的宇宙

とアトラス J 1559年頃

六
八

ン
グ
の
A

牛
飼
い
V

に
そ
の
範
を
見
た
よ
う
な
「
構
成
」
や
「
均
衡
」
は
無
い
。

(
図
お
)

白
く
輝
く
太
陽
は
、
や
や
高
自
の
位
置
か
ら
、
す
べ
て
を
照
ら
し
て
い
る
。
物
語

の
一
場
面
で
は
あ
る
が

こ
れ
以
上
に
率
直
か
つ
自
然
に
描
か
れ
た
太
陽
は
ク
ロ

ー
ド
以
前
に
は
無
く
、
ク
ロ

ー
ド
以
後
は
、
ク
ロ

ー
ド

の
存
在
あ
る
が
故
に
、

層
あ
り
得
な
く
な
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
絵
の
右
側
、
前
景
か
ら
中
景
に
か
け
て
逃
げ
惑
う
鹿
の
群
の
一
頭
に
弓
の

狙
い
を
定
め
る
ア
イ
ネ
ア
ス
と
友
の
姿
か
ら
左
に
目
を
転
じ
る
と
、

そ
こ
に
は
背

の
高
い
木
の
黒
々
と
し
た
幹
が
あ
る
。

よ
く
見
る
と
、

そ
の
幹
の
向
う
に
は
一
群

の
船
団
が
入
り
江
に
停
泊
し
、
船
上
に
は
ア
イ
ネ
ア
ス
た
ち
の
帰
り
を
待
つ
大
勢

の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。

次
の
瞬
間
に
、
矢
は
逃
げ
遅
れ
た
一
頭
の
鹿
を
射
止
め
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の

生
死
を
分
か
つ
直
前
の
一
瞬
の
表
現
は
、
却
っ
て
、
時
の
経
過
と
物
事
の
推
移
を

感
じ
さ
せ
る
。

葉
を
食
む
鹿
、

そ
れ
を
射
る
人
問
、
彼
ら
を
待
つ
船
団
、
そ
し
て

そ
の
船
団
を
呑
み
込
も
う
と
し
て
い
た
、
今
は
穏
や
か
な
海
、
こ
の
因
果
関
係
の

て要
し、o fこ

る包あ
。り

な
カミ

ら

ク
ロ
ー
ド
の
描
く
太
陽
は
超
越
的
に
そ
れ
ら
を
照
ら
し
続
け

樹
木
は
実
際
の
写
生
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う

。

頭
の
中
で
美
し
い
形
を
求
め

(図
剖
)

た
だ
け
で
は
出
て
来
な
い
、
特
異
な
枝
振
り
を
見
せ
て
い
る
。
人
間
の
考
え
る
美

し
い
形
な
ど
に
、
太
陽
が
関
心

の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
こ
の
風
景
に
は
、
Jタ
ζ 

れ

を
構
成
す
る
物
理
的
諸
要
素
だ
け
で
は
な
く
、
均
衡
と
不
均
衡
、
そ
し
て
生
と
死

ま
で
も
が
、
極
く
自
然
に
共
存
し
て
い
る
。

太
陽
は
ア
イ
ネ
ア
ス
を
讃
え
て
い
る

の
で
も
、
鹿
の
死
を
悼
ん
で
い
る
の
で
も
な
く
、
無
関
心
に
輝
き
続
け
て
い
る
の



. t , 

で
あ
る
。

図27 クロード ・ ロラン〈芸術家が絵を措く海岸〉
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こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
も
は
や
、
ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
が
入
ア
レ
グ
ザ

(
図
お
)

ン
ダ
!
大
王
の
戦
い
1
V
に
一
が
す
よ
う
な
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
体
系
の
、
あ
る
い

(
図
お
)

は
天
動
説
の
宇
宙
を
背
景
と
し
た
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー

プ
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ク

ロ
ー
ド
が
描
く
八
ア
イ
ネ
ア
ス
が
狩
り
を
す
る
海
岸V
も

A

シ
パ
の
女
王
の
出
帆

す
る
港
V
も
、

そ
れ
ぞ
れ
太
陽
系
の
一
隅
に
あ
る
の
で
あ
り
、
太
陽
が
、
背
景
に

あ
っ
て
、

そ
の
表
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
人
間
の
姿
を
し
た
神
や
聖
人
や
英

雄
た
ち
の
一
挙
一
動
の
た
び
に
、
上
下
左
右
に
動
き
ま
わ
る
世
界
で
は
な
い

。

ク
ロ
ー

ド

と
行
動
を
共
に
し
た
友
人
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
ク
ロ
ー
ド
自
身

『
真
実
の
書』
に
は
、
太
陽
に
向
っ
て
海
岸
で
筆
を
と
る

{
図
幻
)
@

芸
術
家
を
描
い
た
一
枚
の
素
描
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
素
描
は
一
六
五
三
年
の

(
図
舘
)

も
の
だ
、
が
、
太
陽
を
中
心
と
し
た
宇
宙
像
が
出
版
物
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

の
姿
な
の
だ
ろ
う
か

「コペルニクス的宇宙とふたりの学者」

アンドレアス ・セラリウス著 Atlas Coelestis 

1 660年

そ
の
場
合
に
は
、
宇
宙
の
体
系
に
つ
い

p
-
1

ノ
斗i
品
、

ふ/
O
P
V

よ
う
や
く
こ
の
頃
の
こ
と
で
、

て
の
他
の
諸
説
と
共
に

ひ
と
つ
の
仮
説
と
し
て
並
べ
ら
れ
た
。

画
家
の
み
が
、

そ
し
て

こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
ク
ロ
ー
ド
だ
け
が
、
風
景
画
と
し
て
、
太
陽
を
中

心
に
生
生
流
転
す
る
世
界
を
描
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る。

ク
ロ

ー
ド
の
風
景
画
は
、
な
が
く

ロ
ー
マ
で
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
夢
を
見
た
ロ

レ
1

ヌ
人
の
絵
と
説
明
さ
れ
続
け
て
き
た
。

ま
た
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ラ
ン
ド

ス
ケ
l

プ
・

デ
、
ザ
イ
ン
の
成
立
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
は
、
ク
ロ

ー

ド
の
風
景
画

は
、
大
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
、

ア
ル
カ
デ
イ
ア
の
夢
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た

め
に
、
ま
た
は
幻
想
を
更
に
高
め
る
た
め
に
、
競
っ
て
収
集
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ

図28

て
き
た
。
そ
の
か
な
り
の
部
分
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
だ
が

「
ク
ロ
ー
ド
鏡
」
と

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

・
ラ
ン
ド
ス
ケ

l

プ
の
構
成
要
素
|
ク
ロ
ー

ド

・

ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て

六
九



共
に
、
こ
れ
ら
の
諸
説
も
ま
た
、
ク
ロ
ー
ド
の
夢
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
み
を
、
あ

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ

i

プ
の
構
成
要
素
|
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
阪
を
め
ぐ
っ
て
|

七
。

ま
り
に
も
強
く
わ
れ
わ
れ
の
前
に
焼
き
付
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
十

八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
ク
ロ
ー
ド
」
熱
の
高
ま
り
に
さ
え
、
そ
の
深
層

に
は
、
神
話
や
宗
教
の
衣
を
着
け
た
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
画
に
内
在
す
る
、
他
の
絵

に
は
求
め
ら
れ
ぬ
実
在
感
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
表
躍
に
ア
ル
カ

デ
イ
ア
へ
の
憧
慣
が
如
何
に
巧
み
に
描
か
れ
て
い
よ
う
と
、
伺
の
真
実
も
無
い
絵

画
作
品
に
、
現
実
の
空
間
を
託
し
は
し
な
い
。

本
論
は
、
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
画
を
構
成
す
る
「
要
素
」
の
み
を
基
本
的
な
考
察

の
対
象
と
す
る
。
限
ら
れ
た
方
法
に
よ
る
試
み
で
あ
る
。
多
少
な
り
と
も
、
な
が

く
ク
ロ
ー
ド
の
絵
聞
に
鰻
わ
さ
れ
て
き
た
夢
想
的
あ
る
い
は
現
実
逃
避
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
払
拭
し
、
十
八
、
十
九
世
紀
の
近
代
人
が
気
付
か
な
か
っ
た
、
ク
ロ

の
作
品
に
お
け
る
別
の
近
代
性
を
指
摘
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
で
諸
「
袈

素
」
以
外
に
多
少
検
討
し
得
た
の
は
、
そ
の
一
部
の
「
位
置
」
だ
け
で
あ
る
。
ク

ロ
ー
ド
に
よ
る
風
景
一
個
の
「
構
造
」
に
つ
い
て
は
、
更
に
研
究
を
積
む
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

(
本
論
は
、
財
団
法
人
鹿
島
美
術
財
団
の
昭
和
白
年
度
研
究
助
成
金
に
よ
り
実
施
し
た
調

査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
)

設①
の

-
E
己
目
的3
1・
叫
:
民
旬
、
円
。
叫
4
q勾
何
日
凶c
q
N
N
w
'

同
円
程
弘
な
加
な
N

白
、
口
刊
誌
目
。
」
、
で
出
向

N
F
円
、
己
H
H門
凶GP

H
U
Nア

N
・
藤
田
治
彦
、
「
シ
ン
メ
ト
リ
ノi
と
イ
レ
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

i

第
i

部
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
・
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
形
成
」
、
岡
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
第
三
回
三
号
、
東

京
、
一
九
八
四
年
九
月
、
一
五
一
一
一
に
今
世
紀
の
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
論
争
の
概
宙
討
を
紹

介
し
て
い
る
。

②
問
山
口
E
E

巧
ロ
曲
。
ロ
(
ミ
ロ
ム
叶
∞
N
〉
・
寸Z
8
8

の
即
日g
g
g

民
間
}
凶
(
口
町
i
H
a
s
hり
も

ク
ロ
ー
ド
の
風
景
画
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

③
日
刊
の

0
8
σユ
口}
r
bミ
喜
弘
「
N
N
H
h

札
口
昌
司
円
、
。
ロ
門
山

C
P
H
U
m
0・
M
m寸
l
H
m∞
・

④
今
回
一
九
八
七
年
夏
の
調
盗
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ポ

i

ル
・
メ
ロ
ン
英
国
美
術
研
究
セ

ン
タ
!
の
宮
山
口
富
巳
百
円
由
。
ロ
教
授
と
科
学
博
物
館
の
守
口
口
同
ユ
ロ
由
博
士
の
助
言
お
よ

び
協
力
を
得
て
、
ク
ロ
ー
ド
鋭
(
口
自
営
包
回
目
的
)
と
呼
ば
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
も
の
に

は
、
最
少
5
種
類
の
異
な
っ
た
形
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

⑤
文
部
省
印
行
(
内
問
調
一
訳
、
円
百
科
全
書
遊
学
及
彫
像
』
、
東
京
、
一
八
七
六

(
明
治
九
)
年
、
八
八
。
本
舎
は
一
八
三
一
二
年
に
出
版
が
開
始
さ
れ
た
巧
巴

E
S
(
山
口
仏

刀
忌
日
ろ
の
E
B
σ
印
a
a
-
-
Q
H
S
号
、
代
的
「
ミ
口
三
白
書
?
守
、
忌
白

N
U白
色
切
な
の
改
訂
版
の

邦
訳
の
一
部
で
、
そ
の
内
容
は
一
八
七
凶i
七
五
年
版
に
近
い
。

⑥

Q
N
S
Nど
3
.
M
L
h
y
N
K

ぜ
可
蕊
同
町
民
口
誌
に
はA
4
日V
(
M
m
o
m
-
H

自
由
吋
・
ロ
ロ
R
Y
ω
口
叩5
0
0
と
あ

る
。

⑦
よ
)
同
州
〉
巧H
Z
の
2
H
U
〉
ロ
ム
サ
ロ
ム
の
ふ
の
ロ
戸
市
、
吋
C
間
同
開2
9
Q

若
宮
悼
式
的
b
志
3
E
S
F
N

ロ
門
同

〈

c
r
m仏
]
{
1
白
日
間
・

③
文
部
省
『
百
科
全
議
商
学
及
彫
像
』
、
五
七
五
八
。

⑨
、
吋
Y
印
。
。
耳
目
H
2

門
凶

(
p
o
σロ
ロ
4
万
円
)
M
N
・
∞x
g
-
m
n日
フ
リ

i

ト
レ
ン
ダ
l

は

A
H同
町
民
日
吋
広
三
(
回
目
ユ
ロ
ロ
円
山
間
山
口
品
。
円

)
V
一
六
三
六
年
の
作
と
し
て
考
察
し
て
い
る

(
声
甲
山
注
目
白
由
民
2

・
(
リ
円
白
豆
町
h
也
、
ミ

R

回
。
刊
日
目
P
H
U
N
ゲ
ロ
ヤ
ロ
ω
)
・

⑬
油
彩
画
で
は

H
U門
出
血D
(
ヌ
包
吋
広
)
と
の
即
日
5
3
S
H
U

白
山
田
口
叩
丸
神
宮
宮
岡
山
口
口
D
同

民
B
G

吋
〈ω
田
口
甲
山
口
口2
8
)
に
同
一
主
題
の
も
の
が
あ
る
。

⑫

Q
E

志
向
蒜
ぶ
に
は
「
多
様
性
(
〈
同
門
戸
叩
々
と
の
重
要
性
を
説
く
部
分
が
あ
る
が
、
そ
れ

も
図
面
の
構
成
上
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
『
百
科
全
書
歯
学
及
彫
像
』
に
お
い
て

は

4
1抑
止
丘
、
に
は
適
切
な
訳
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

⑫
高
階
秀
階
、
「
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
l
i

魅
惑
の
風
景
の
画
室
、
季
刊
『
み
づ
ゑ
』

東
京
、
一
九
八
三
年
春
号
、
四
六
。

⑬
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
素
描
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
ク
ロ
ー
ド
が
自
作
油
彩
一
闘
の
記

録
と
し
た
ド
s
q
S

込
白
白
骨
(
大
英
博
物
館
)
が
有
名
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハi
ル
レ

ム
(
テ
イ
ラ
ー
博
物
館
)
に
も
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
但
し
、
後
者
の
相
当
数
は

ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。



⑬
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
美
術
館
(
エ
ジ
ン
パ
ラ
〉
膝
広
町
X
M
U
o
n
B

⑬
H
F
M
U
・
関
口
問
問
F
b
N
b
S
N
H
同
町
内
白
N
b
N
由
三
ミ
設
な
と
E
N
t
R
A
V
N
S
A
H
e
叫
コ
室
内
-
E
E
C
P

]
{
∞
D
由
(
ω吋
仏
刊
《
凶
山
門
戸
D
ロ
)
・
M
M
印
・

⑬
藤
田
治
彦
、
「
シ
ン
メ
ト
リ
ー
と
イ
レ
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

l

第
E

部
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
展
開
」
、
日
本
建
築
学
会
計
一
閥
系
論
文
報
告
集
第
三
五
一
号
、
東
京
、

一
九
八
五
年
五
月
、
一
Oニ
l

一
一
0
0

⑫
際
関
治
彦
、
「
機
能
主
義
と
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

l

ホ
レ
イ
シ
ョ
・
グ
リ
ノ
ウ
の
造
形
論

を
め
ぐ
っ
で

i
h

京
都
工
芸
繊
繰
大
学
工
芸
学
部
研
究
報
告
吋
人
文
』
第
三
四
号
、
京

都
、
一
九
八
六
年
、
八
九
l

一
一
三
。

⑬
ク
ロ
ー
ド
の
絵
聞
に
お
け
る
人
物
像
に
関
し
て
は
米
だ
本
格
的
な
研
究
は
成
さ
れ
て
い

戸
i
h
、
。

ふ
ム
‘
しv

⑬
m
-
F
予
詩
的
N
2
2
弘
U
S
町
h
w
r
H
L
O
口
弘
D
P
S
M
m
-
M
M
∞
・

⑧
守
山
品
・

⑧
ボ
ー
レ
ン
パ

l

グ
と
類
似
の
役
割
を
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
帰
国
後
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
爾

殴
で
閑
却
し
た
ブ
レ
ン
ベ
ル
ヒ
(
邸
R
P
D
H
o
g
g
∞
∞
3
3
σ
日
門
岡
山

f
Z

甲
山l
呂
町
斗
)
は
ク
ロ
ー

ド
と
ほ
ぼ
同
年
齢
の
一
樹
家
ゆ
え
注
目
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
興
味
深
い
作
例
を
見
出

し
て
は
い
な
い
。

⑫
へ
ン
ド
リ
ク
ス
(
の
D
E

色
町
民

3
今
回
口
E
N
・
5
2
\
S
l
H
m
m
M
)
に
よ
る
風
致
闘
に
儲
か

れ
た
樹
木
も
注
目
さ
れ
る
。

⑫
ク
ロ
ー
ド
に
も
丹
念
光
源
と
す
る
作
品
が
皆
無
で
は
な
い
。
己
申
号
芯
込
ミ
診
の
白
番

の
素
描
が
そ
れ
だ
が
、
そ
の
絵
一
凶
作
品
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
厳
密
に
は
、
こ
の
素
描
は

月
に
左
右
の
焚
火
を
加
え
た
一
ニ
光
源
を
有
す
る
。

@
同
・
河
口
田
区
p
ミ
q
b
S
F
刊
誌
な
3
・U

叫
]
ど
モ
ミ
F
M
口h
L「
司
ぎ
E
M
F
p
a
-
開
・
叶
，
・

。
0
0
宵
由
民
〉
・
巧
昆
弘
司
与
え
ロ
・
同
、
D
E
B
-
S
2
・
4
9
日
・
く
・
・
ち

0
・

@
H
E
P
-
4
0
「
〈
・
・
ち
N
-

⑧
同
広
島
・
・
4
0
日
・
〈
-
L
o
o
-

②
百
円
仏
.
‘
〈
O
「
〈
・
・
ち
ゲ

⑧
国
・

0
・
河
口
臼
田
町
H
Y
O
E
N
h
b
H
q
司
、
g
N
H
町
D
O
l
~
町
句
N
.
z
o

毛

J円
。
吋
}
p
g
g
・
品
∞
k
s
.

@
ヌ
・
5
z
o
p
Q
g
b
h
q
奇
巴
弘
司
~
ヒ
守
有
志
込
白
書
-
v
o
E
o
p
H
S
∞
-
M
8
・

図
版
出
典

O
『
百
科
会
議
商
学
及
彫
像
』
、
文
部
省
、
一
八
七
六
(
明
治
六
)
年
関

1

0
9
5

忌

3
.
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